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要旨 

高齢化率が29%を超え，現役世代の負担は増加している．セルフレジやセルフオーダーの設置が進む流れにあるが，

それらが高齢者にとって便利でない可能性から，デジタル格差が拡大する可能性がある．そこで，加齢により，タ

ッチパネル機器とのインタラクションのどの部分に困難が生じるようになっていくのかを明らかにする．飲食店で

タッチパネルを用いて注文する場面を実験の背景とし，システムを実験参加者に操作してもらい，その操作のログ

を分析する． 

1. はじめに    
日本は 2022 年，総人口 1 億 2,495 万人に対して 65 歳以上の人口は 3,624 万人で高齢化率が 29.0%にな

った．また 15~64 歳人口は 7,421 万人と，総人口の 59.4％となった．以上から，高齢者と現役世代の人

口の比率は1:2であり，65歳以上世代1人を現役世代2人で支える比率であることがわかる(内閣府,2023)． 
また，高齢者の情報機器の利用状況より，「情報機器を使わない」と回答した 14.6%のうち，「使い方

がわからないので，面倒だから」と 50.3%が回答していることから，全体の約 7%が，使い方がわからな

いために情報機器を使わないことがわかる． 
先行研究では，「さまざまなインタフェースにおける認知的加齢の影響を理解し，各認知機能低下と情

報機器の操作上の問題の関係性を明らかにすることを目的としている.これまでに， 「画面とリモコン」

(テレビ)，「画面とポインティング デバイス」(Web)の 2 場面については実験を終えた.」[1]としている．

しかし，タッチパネル機器と加齢の関連性については明らかにされていない． 
そこで本研究は，高齢者の加齢特性とタッチパネル機器のUI とUX の関連性について明らかにする．

認知機能の低下と操作の特徴を明らかにし，インターフェースデザインに反映させることで，高齢者に

とって使いやすい機器をデザインすることを目的とする． 
 

2. システム構成 

 
図 1 システムの全体図 
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図 2 システム構成 
 

本システムは，図 2 にあるように，クライアント端末（iPad）からのデータ入力を，ローカルネット

ワークを通じてサーバー端末（MacBook）で受け取り，インターネット上にホスティングしたデータベ

ースに保存する構成である．各構成要素の役割や通信フローについて詳述する． 
サーバー端末（MacBook）にはNext.js を採用し，Next.js のAPI Routes を利用してクライアントからの

リクエストを処理する．Prisma（ORM）とNextResponse ライブラリを組み合わせることで，データベー

ス操作および HTTP レスポンスの生成を行う．クライアントからの API リクエストを受信し，CORS ヘ

ッダーを設定して適切なレスポンスを返す．Prisma を通じてデータベースにアクセスし，受け取ったユ

ーザー情報とボタン押下ログを保存する． 
クライアント端末である iPad は，ユーザーがボタンを押下した際のデータを入力する役割を持つ．ロ

ーカルネットワーク内で，MacBook の localhost サーバーにHTTP リクエストを POST メソッドで送信す

る．このリクエストは，Next.js が提供するAPI エンドポイントを介して処理される．クライアントはユ

ーザーの基本情報（name, age）およびボタン押下ログ（logs）を JSON形式でサーバーに送信する．ログ

には，ボタン ID および押下タイムスタンプが含まれている． 
本システムのデータベースは，ユーザー情報とボタン押下ログを管理するためのテーブル構成を持つ

[図 3]． 
本システムはローカル環境（localhost）での通信を前提としているため，MacBook 上にサーバーを立

て，iPad がローカルネットワーク内でアクセス可能な環境が必要である． 

 
図 3 データベースの概要 
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3. 実験 
本研究では，加齢特性によりタッチパネル機器の操作にどんな特徴があるか調査することを目的とし

ている．本システムの有用性を示すため，65 歳以上にAIST式加齢特性検査[2]を実施し，また本システ

ムの操作の記録から加齢特性と操作上の特徴について比較した． 
実験は，AIST-CAT の実施，実験参加者の基本的項目について質問紙調査，本システムの操作，システ

ムについてのアンケートの流れで行う． 
参加者の認知機能を測定するために，産総研式認知的加齢特性検査（AIST-CAT）を利用した．これは

認知症ではない高齢者の加齢による認知機能低下を測定するために開発された質問紙形式のテストであ

る．この検査を行うことで，実験参加者をそれぞれ 3 つの認知機能低下群と全て結果が高い高群の 4 つ

に分け，システムの操作結果を比較する． 
3 つの認知機能とは，プランニング機能，注意機能，作業記憶機能である． 
プランニング機能は，行動目標に対し，適切な下位目標を設定し，行動の進行に合わせて下位目標を

更新し，その目標が達成されたら次の新しい下位目標を設定するというサイクルを実行していく機能で

ある．下位目標が正しく設定されないと，行動遂行に時間がかかるなどの困難が生じる． 
注意機能は，ノイズ情報の中からその時点での行動の目標にあった情報を選択する能力である．加齢

により，課題に関連しない情報を無視することが困難となり，結果的に目標とする情報の発見が遅れる

ことが知られている．日常生活では，案内表示の見落としなどが起きる． 
作業記憶機能は，ある一連の作業が行われる間だけ情報を保持しておく能力である．ある情報を，作

業の目的に合わせて記憶の中だけで加工する機能も含まれていて，長期記憶と異なる．行動目標の保持

などに関与しているため，作業記憶の機能低下は，行動目標の健忘(ゴール健忘)などを引き起こす． 
実験参加者の基本的項目として，年齢・性別・1 週間の運動頻度と，過去のデジタル機器の利用や現

在のデジタル端末に触れる回数，内容とタッチパネル機器での注文を頻繁に行う機会があるか，アンケ

ートを行う． 
システムの操作について，ファミリーレストランのすし屋を想定して作成した注文システムにおいて，

注文操作をしてもらう．全てのボタンに押した時間を記録する機能を設け，操作にかかった時間とボタ

ンを押した回数，間違えたボタンを押した回数と，一人で注文行動を達成できなかった場合に，実験監

督者が介入した時間と回数を記録する．注文品目は，複数カテゴリを横断するように工夫した内容にし，

実験参加者全員が同じ品・数量にする． 
その後，システム評価アンケートを行う．システムユーザビリティスケールの手法を用いて，奇数設

問と偶数設問で肯定的な質問と否定的な質問を交互に繰り返し，5 段階のリッカート尺度で回答を得点

化する． 
システムから得られたログとシステム評価アンケートの結果を，加齢特性ごとの 4群，プランニング

機能低下群，注意機能低下群，作業記憶低下群，全機能高群(すべての機能において低下が見られない)に
分けて比較し，加齢特性とシステム操作時の特徴を明らかにする． 

4. まとめ 
本論文では，タッチパネル機器の注文について，認知的加齢特性の観点から，タッチパネル機器の利

用の困難を比較することで，高齢者にとって使いやすいシステムへの手がかりを得る方法を提案した．

今後の課題として，UI の差によってシステムの利用難易度がどう変化するのかも含めて調査をしたい． 
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